引っぱり 出して 比べた ことがあった。 そのと き 気の つ 

いたの は 自分の 日記に はと かく 食い ものの 記事が 多い 

という ことであった。 先生と どこで 何 を 食った という 

ような ことが やたらに 特筆大書され ている ので ある。 

自分の 子供た ちのうち にも、 古い 小さい 時分の 出来 

事 を その 時に 食った 食物と 連想して 記憶して いると い 

う 傾向の 著しく 見える のがい る、 どうも 親爺の 遺伝ら 

しいと いう ことにな つ ている ので ある。 

近 ごろ、 夕飯の 食卓で 子供ら と 昔話 をして いたと き、 

おおしま みはら やま 

かって 自分が N 先生と I 君と 三人で 大島三 原 山の 調査 

のために 火口原に テント 生活 をした ときの 話が 出た が、 



それが 明治 何年 ごろの 事だった かつ い 忘れて しま つ て 

みはら やま 

ちょっと 思い出せなかった。 ところが、 その 三 原 山 行 

あおき どう 

きの 糧食と して N 先生が 青木 堂で 買って 持って行った 

かんづめ 

バン • フ ー テンの ココア、 それから プチ . ポアの 罐詰 

ゃコ— ンド. ビ— フ のこと を 思い出し たので、 やっと 

それが 明治 四十 一 一年すな わち 自分の 外国 留学より は以 

前の ことであって 帰朝 後ではなかった ことが わかった。 

なぜかと いうと、 洋行 前に はそんな ハイカラな 食物な 

ど は 存在 さえ も 知らなかった の を 洋行 帰りの N 先生 か 

ら はじめて 教わり ごちそう になり、 それと 同時にい ろ 

いろと 西洋の 話な ど を も 聞かされた。 そのため にこれ 



らの 食物と、 まだ 見ぬ 西洋への あこがれの 夢と が不思 

議な 縁故で 結びついて しまったの であった。 一日 山上 

で 労働して 後に 味わ つ た それらの 食物のう まか つたこ 

と は 言うまでもない。 

かみそり そ 

その テント 生活 中に N 先生に 安全 剃刀で ひげ を 剃つ 

て もらった の を 覚えて いる。 それ は 剃刀が 切れ味が あ 

まりょくなくて 少し 痛かった せい も あるが、 それまで 

一 度 も 安全 剃刀と いう ものの 体験 を もたなかった ため 

に それが たいそう 珍しく 新しく 感じられ たせい も ある 

らしい。 その 剃刀が 先生の ゲッ チン ゲン 大学 時代に 求 

めた 将来 もの だとい うので いっそう 感心した ものら し 



レ 

とにかく、 もし 自分の 留学 後 だったら バン. フ —テ 

ンゃ 安全 剃刀に も 別に 驚かなかった はずで あるから、 

それで この 三 原 山 生活の 年代 の 決定が 確実に できた わ 

けで ある。 

このと きの 三 原 山 生活 は 学問的に もお もしろ かった 

がまた 同時に 多分の 美しい 詩で 飾られて いたよう であ 

る。 しかも、 自分の 場合に は それらの 詩が みんな 自分 

の 肉体の 生理的 機能と なんらかの 密接な 関係 を もって 

いたよう な 気がする。 



もしそう だとす ると、 官能的で あると いう こと 自身が 

それほど いけない 事で もな さそう である。 

科学的 にも やはり 抽象 型と 具象 型、 解析 型と 直観 型 

が あるが、 これが やはり 詩人の 二つの 型に 対応され る 

ベ き 各自に 共通な 因子 を も つ ている ように 見える。 

詩人に も 科学者に も それぞれの 型に ついて 無限に 多 

様な 優劣の 段階が ある。 要は 型の 問題ではなくて、 段 

階の 問題 だけで あるら しい。 

(昭和 十 年 二月、 渋柿) 
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